
将来の事業環境や財政計画の収支については，現時点での実績・予測に基づいて算定しているこ
とから，今後の社会情勢によって大きく変化する可能性があります。そのため，本経営戦略は毎年
進捗管理を行うとともに，３～５年ごとに見直しを行うこととします。
進捗管理の際には，20ページに掲載している「経営比較分析表」に示される各種指標を活用する

ことにより，定量的に評価していきます。また，経営戦略の内容と事業の実施状況が乖離している
場合には，PDCAサイクルを用いてその原因について把握・分析するとともに，現状に見合った内
容へと見直しを図ります。なお，見直しを行った際には，見直し内容を公表することにより，事業
の透明性を高め，健全な事業運営を行えるように努めていきます。

第７章 経営戦略の進捗管理

投資計画の再検討
・ダウンサイジングの検討
・適切な維持管理による⾧寿命化の検討
・投資の精査
・新技術の採用による費用削減
・優先順位の見直し，施設の統廃合など

財源試算の再検討
・内部留保資金の見直し
・使用料の見直し
・新たな財源の調査
投資以外の経費の効率化
・組織体制の見直し
・ICT活用による効率化など
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